
(57)【要約】

【課題】煩雑なｐＨ調整工程を低減しつつ、しかもＲＯ

膜の閉塞や流束の低下を長期間にわたり抑制でき、耐久

性に優れた有機物含有水からの水の回収装置および回収

方法を提供する。

【解決手段】有機物含有水を生物処理した後、該生物処

理水をろ過することで得られるろ過水のｐＨをアルカリ

に調整した後、逆浸透膜装置を通水して得られた透過水

を処理水として回収することを特徴とする有機物含有水

からの水の回収方法および回収装置。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 有 機 物 含 有 水 を 生 物 処 理 し た 後 、 生 物 処 理 水 を ろ 過 す る こ と で 得 ら れ る ろ 過 水 の ｐ Ｈ を
ア ル カ リ に 調 整 し た 後 、 逆 浸 透 膜 装 置 を 通 水 し て 得 ら れ た 透 過 水 を 処 理 水 と し て 回 収 す る
こ と を 特 徴 と す る 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ろ 過 が 砂 ろ 過 及 び ／ ま た は 活 性 炭 ろ 過 の い ず れ か で あ る 、 請 求 項 １ の 有 機 物 含 有 水
か ら の 水 の 回 収 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ろ 過 水 に 連 続 的 に ア ル カ リ を 添 加 し 、 ろ 過 水 の ｐ Ｈ を ９ 以 上 に 調 整 す る 、 請 求 項 １
ま た は ２ の 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ろ 過 水 に 間 欠 的 に ア ル カ リ を 添 加 し 、 ろ 過 水 の ｐ Ｈ を ９ 以 上 に 調 整 す る 、 請 求 項 １
ま た は ２ の 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 有 機 物 含 有 水 に 排 水 を 用 い る 、 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か に 記 載 の 有 機 物 含 有 水
か ら の 水 の 回 収 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 排 水 が 電 子 部 品 部 材 類 製 造 工 程 の 排 水 で あ る 、 請 求 項 ５ の 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の
回 収 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 排 水 に 含 ま れ る 全 有 機 炭 素 が １ ０ ｍ ｇ ／ Ｌ 以 上 で あ る 、 請 求 項 1な い し ６ の い ず れ
か に 記 載 の 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 有 機 物 含 有 水 を 生 物 処 理 す る 生 物 処 理 手 段 と 、 生 物 処 理 水 を ろ 過 す る ろ 過 手 段 と 、 ろ 過
水 の ｐ Ｈ を ア ル カ リ に 調 整 す る ｐ Ｈ 調 整 手 段 と 、 ア ル カ リ に 調 整 さ れ た ろ 過 水 を 透 過 さ せ
透 過 水 を 得 る 逆 浸 透 膜 手 段 と を 有 す る 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ろ 過 手 段 が 、 砂 ろ 過 手 段 及 び ／ ま た は 活 性 炭 ろ 過 手 段 の い ず れ か か ら な る 、 請 求 項
８ の 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ｐ Ｈ 調 整 手 段 が 、 ろ 過 水 に 連 続 的 に ア ル カ リ を 添 加 し ｐ Ｈ を ９ 以 上 に 調 整 す る 手 段
か ら な る 、 請 求 項 ８ ま た は ９ の 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ｐ Ｈ 調 整 手 段 が 、 ろ 過 水 に 間 欠 的 に ア ル カ リ を 添 加 し ｐ Ｈ を ９ 以 上 に 調 整 す る 手 段
か ら な る 、 請 求 項 ８ ま た は ９ の 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 有 機 物 含 有 水 が 排 水 か ら な る 、 請 求 項 ８ な い し １ １ の い ず れ か に 記 載 の 有 機 物 含 有
水 か ら の 水 の 回 収 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 排 水 が 電 子 部 品 部 材 類 製 造 工 程 の 排 水 か ら な る 、 請 求 項 １ ２ の 有 機 物 含 有 水 か ら の
水 の 回 収 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 排 水 に 含 ま れ る 全 有 機 炭 素 が １ ０ ｍ ｇ ／ Ｌ 以 上 で あ る 、 請 求 項 ８ な い し １ ３ の い ず
れ か に 記 載 の 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 装 置 。

                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 発 明 は 、 逆 浸 透 （ 以 下 、 単 に Ｒ Ｏ と 言 う こ と も あ る 。 ） 膜 装 置 を 用 い た 有 機 物 含 有 水
か ら の 水 の 回 収 装 置 お よ び 回 収 方 法 に 関 し 、 と く に 電 子 部 品 部 材 類 （ 例 え ば 、 ウ エ ハ を 用
い た 半 導 体 等 、 半 導 体 デ バ イ ス 、 平 板 デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス 、 電 子 部 品 あ る い は こ れ ら の
製 造 部 品 や 部 材 等 ） 製 造 工 程 排 水 か ら の 、 電 子 部 品 部 材 類 製 造 工 程 用 水 の 回 収 再 利 用 に 好
適 な 回 収 装 置 お よ び 回 収 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 電 子 部 品 部 材 類 製 造 工 程 排 水 か ら の 純 水 の 回 収 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 半 導 体 洗
浄 排 水 を ｐ Ｈ ６ ～ ９ に 調 整 し 生 物 処 理 、 除 濁 を 行 っ た 後 、 ｐ Ｈ ４ ～ ７ に 調 整 し 第 １ Ｒ Ｏ 膜
分 離 装 置 で 給 水 中 の Ｎ Ｈ 4

+ を 含 ん だ イ オ ン や 生 物 処 理 後 な お 残 留 す る 有 機 物 の 大 部 分 を 除
去 し 透 過 処 理 し 、 該 透 過 水 を ｐ Ｈ ７ ～ ９ に 調 整 し 、 さ ら に 第 ２ Ｒ Ｏ 膜 分 離 装 置 で Ｃ Ｏ 2 を
Ｈ Ｃ Ｏ 3

- と し て Ｒ Ｏ 膜 の 脱 塩 機 能 に よ り 効 率 的 に 除 去 し 透 過 処 理 し 純 水 を 回 収 す る よ う な
回 収 方 法 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 上 記 の よ う な 回 収 方 法 に お い て は 、 工 程 数 が 多 く 、 し か も 煩 雑 な ｐ Ｈ 調 整 の 操
作 が 多 い 。 ま た 、 生 物 処 理 後 の 被 処 理 水 を Ｒ Ｏ 膜 分 離 装 置 へ 供 給 し た 場 合 に は 、 Ｒ Ｏ 膜 の
閉 塞 や 透 過 流 束 の 低 下 が お こ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ３ ２ ８ ０ ７ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 工 程 数 、 と く に 煩 雑 な ｐ Ｈ 調 整 工 程 を 低 減 し つ つ 、 し か も Ｒ Ｏ 膜 の 閉
塞 や 流 束 の 低 下 を 長 期 間 に わ た り 抑 制 で き 、 耐 久 性 に 優 れ た 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収
装 置 お よ び 回 収 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 者 は Ｒ Ｏ 膜 の 閉 塞 や 流 束 の 低 下 は 、 生 物 処 理 水 に 含 ま れ る 生 物 処 理 時 の 菌 体 の 代
謝 物 な ど の 有 機 物 が 、 膜 面 に 付 着 す る こ と が 主 原 因 で あ る こ と を つ き と め た 。 さ ら に こ の
よ う な 膜 面 へ の 有 機 物 の 付 着 を 抑 制 す る に は 、 Ｒ Ｏ 膜 装 置 へ の 供 給 水 （ ろ 過 水 ） の ｐ Ｈ を
９ 以 上 、 好 ま し く は １ ０ 以 上 に 調 整 す る こ と に よ り 効 果 的 に 解 決 で き る こ と を 見 い だ し た
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 、 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 方 法 は 、 有 機
物 含 有 水 を 生 物 処 理 し た 後 、 該 生 物 処 理 水 を ろ 過 す る こ と で 得 ら れ る ろ 過 水 の ｐ Ｈ を ア ル
カ リ に 調 整 し た 後 、 逆 浸 透 膜 装 置 を 通 水 し て 得 ら れ た 透 過 水 を 処 理 水 と し て 回 収 す る こ と
を 特 徴 と す る 方 法 か ら な る 。 こ の よ う な 回 収 方 法 に お い て は 、 工 程 数 、 と く に 煩 雑 な ｐ Ｈ
調 整 工 程 を 低 減 し つ つ 、 し か も Ｒ Ｏ 膜 の 閉 塞 や 流 束 の 低 下 を 長 期 間 に わ た り 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 生 物 処 理 の 方 法 は 、 と く に 限 定 さ れ る も の で は な く 公 知 の 生 物 処 理 方 法 を 適 用 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 上 記 生 物 処 理 水 の ろ 過 方 法 も と く に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば ろ 材 に 砂 、
活 性 炭 を 用 い た 逆 洗 浄 機 構 を 備 え た も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 ろ 過 水 の ｐ Ｈ は 、 例 え ば 苛 性 ソ ー ダ 等 の ア ル カ リ を 連 続 的 ま た は 間 欠 的 に 添 加 し て
調 整 す る こ と が で き る 。 間 欠 的 に ｐ Ｈ を 調 整 す る 場 合 に は 、 １ 回 の ア ル カ リ 添 加 時 間 を １
０ 分 以 上 、 好 ま し く は １ 時 間 以 上 に 設 定 す る と Ｒ Ｏ 膜 装 置 の 性 能 を よ り 安 定 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 Ｒ Ｏ 膜 に は 、 逆 浸 透 複 合 膜 を 用 い る こ と が 好 ま し く 、 と く に 高 耐 汚 染 性 の 逆 浸 透 複
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合 膜 を 用 い る こ と で 本 発 明 の 効 果 を よ り 顕 著 に 発 現 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 方 法 は 、 広 範 な 産 業 分 野 に お い て 排 水 等 の 有
機 物 含 有 水 か ら の 処 理 水 の 回 収 に 適 用 で き る が 、 と く に 電 子 部 品 部 材 類 製 造 工 程 に お け る
電 子 部 品 部 材 類 製 造 工 程 排 水 か ら 、 電 子 部 品 部 材 類 の 洗 浄 に 利 用 可 能 な 高 純 度 の 電 子 部 品
部 材 類 製 造 工 程 用 水 の 回 収 に 用 い て 好 適 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 に 係 る 有 機 物 含 有 水 か ら の
水 の 回 収 方 法 は 、 有 機 物 含 有 水 中 の 全 有 機 物 の 濃 度 が 低 濃 度 の も の か ら 高 濃 度 の も の ま で
広 く 適 用 可 能 で あ り 、 例 え ば 、 有 機 物 含 有 水 中 に 含 ま れ る 全 有 機 炭 素 が １ ０ ｍ ｇ ／ Ｌ 以 上
に 高 度 に 汚 染 さ れ た 排 水 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 、 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 装 置 は 、 有 機
物 含 有 水 を 生 物 処 理 す る 生 物 処 理 手 段 と 、 生 物 処 理 水 を ろ 過 す る ろ 過 手 段 と 、 ろ 過 水 の ｐ
Ｈ を ア ル カ リ に 調 整 す る ｐ Ｈ 調 整 手 段 と 、 ア ル カ リ に 調 整 さ れ た ろ 過 水 を 透 過 さ せ 透 過 水
を 得 る 逆 浸 透 膜 手 段 と を 有 す る も の か ら な る 。 こ の よ う な 回 収 装 置 に お い て は 、 従 来 の 回
収 装 置 に 比 べ 工 程 数 、 と く に 煩 雑 な ｐ Ｈ 調 整 工 程 の 回 数 低 減 で き る 。 ま た 、 極 度 に 汚 染 さ
れ た 有 機 物 含 有 水 か ら 水 を 回 収 し よ う と す る 場 合 で あ っ て も 適 用 で き る 。 ま た 、 Ｒ Ｏ 膜 分
離 手 段 へ 供 給 さ れ る 水 が 適 切 に 処 理 さ れ る の で 、 Ｒ Ｏ 膜 の 閉 塞 や 透 過 流 束 の 低 下 を 抑 制 で
き 、 Ｒ Ｏ 膜 、 ひ い て は 回 収 装 置 全 体 の 耐 久 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 生 物 処 理 手 段 は 、 と く に 限 定 さ れ る も の で は な く 公 知 の 生 物 処 理 手 段 を 適 用 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 上 記 生 物 処 理 水 の ろ 過 手 段 も と く に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば ろ 材 に 砂 、
活 性 炭 を 用 い た 逆 洗 浄 機 構 を 備 え た も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 述 の よ う に Ｒ Ｏ 膜 の 閉 塞 や 流 束 の 低 下 は 、 生 物 処 理 水 に 含 ま れ る 生 物 処 理 時 の 菌 体 の
代 謝 物 な ど の 有 機 物 が 、 膜 面 に 付 着 す る こ と が 主 原 因 で あ る 。 こ の よ う な 膜 面 へ の 有 機 物
の 付 着 を 抑 制 す る に は 、 Ｒ Ｏ 膜 装 置 へ の 供 給 水 （ ろ 過 水 ） の ｐ Ｈ を ９ 以 上 、 好 ま し く は １
０ 以 上 に 調 整 す る こ と が よ り 効 果 的 で あ る 。 し た が っ て 、 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 装
置 は 、 ろ 過 水 に ア ル カ リ を 添 加 し ｐ Ｈ を ９ 以 上 に 調 整 す る 手 段 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
ア ル カ リ の 添 加 は 連 続 的 で あ っ て も よ く 間 欠 的 で あ っ て も よ い 。 間 欠 的 に ア ル カ リ を 添 加
し ｐ Ｈ を ９ 以 上 に 調 整 す る 手 段 に お い て は 、 １ 回 の ア ル カ リ 添 加 時 間 を １ ０ 分 以 上 、 好 ま
し く は １ 時 間 以 上 に 設 定 す る と Ｒ Ｏ 膜 装 置 の 性 能 を よ り 安 定 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 逆 浸 透 膜 手 段 の Ｒ Ｏ 膜 に は 、 逆 浸 透 複 合 膜 を 用 い る こ と が 好 ま し く 、 と く に 高 耐 汚
染 性 の 逆 浸 透 複 合 膜 を 用 い る こ と で 本 発 明 の 効 果 を よ り 顕 著 に 発 現 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 装 置 は 、 広 範 な 産 業 分 野 に お い て 排 水 等 の 有
機 物 含 有 水 か ら の 処 理 水 の 回 収 に 適 用 で き る が 、 と く に 電 子 部 品 部 材 類 製 造 工 程 に お け る
電 子 部 品 部 材 類 製 造 工 程 排 水 か ら 、 電 子 部 品 部 材 類 の 洗 浄 に 利 用 可 能 な 高 純 度 の 電 子 部 品
部 材 類 製 造 工 程 用 水 の 回 収 装 置 と し て 好 適 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 に 係 る 有 機 物 含 有 水 か ら
の 水 の 回 収 装 置 は 、 有 機 物 含 有 水 中 の 全 有 機 物 の 濃 度 が 低 濃 度 の も の か ら 高 濃 度 の も の ま
で 広 く 適 用 可 能 で あ り 、 例 え ば 、 有 機 物 含 有 水 中 に 含 ま れ る 全 有 機 炭 素 が １ ０ ｍ ｇ ／ Ｌ 以
上 に 高 度 に 汚 染 さ れ た 排 水 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 工 程 数 、 と く に 煩 雑 な ｐ Ｈ 調 整 工 程 を 低 減 し つ つ 、 し か も Ｒ Ｏ 膜 の 閉
塞 や 流 束 の 低 下 を 長 期 間 に わ た り 抑 制 で き る の で 、 装 置 の 運 転 効 率 を 大 幅 に 向 上 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 以 下 に 、 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 態 様 に 係 る 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 装 置 が 組 み 込 ま れ た 、
半 導 体 製 造 設 備 に お け る 水 の 循 環 シ ス テ ム 全 体 を 示 し て い る 。 図 １ に お い て 、 １ は 河 川 水
、 地 下 水 お よ び 工 業 用 水 を 前 処 理 す る 前 処 理 系 、 ２ は １ 次 純 水 系 、 ３ は ２ 次 純 水 系 を 表 し
て い る 。 １ 次 純 水 系 ２ を 経 て ２ 次 純 水 系 ３ で 作 ら れ た 超 純 水 は 、 半 導 体 製 造 設 備 に お け る
各 ユ ー ス ポ イ ン ト ４ に 供 給 さ れ 、 例 え ば 半 導 体 の 洗 浄 等 に 使 用 さ れ る 。 半 導 体 製 造 で 使 用
さ れ た 超 純 水 は 、 半 導 体 の 製 造 に 使 用 さ れ た 有 機 薬 品 な ど の 不 純 物 を 含 ん だ 排 水 （ 有 機 物
含 有 水 ） と な り 、 排 水 配 管 ５ を 介 し て 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 装 置 ６ に 送 ら れ る 。 該
回 収 装 置 ６ に よ り 有 機 物 等 の 不 純 物 が 除 去 さ れ た 透 過 水 は 供 給 配 管 １ ６ を 介 し て 、 再 び １
次 純 水 系 ２ に 供 給 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 半 導 体 製 造 設 備 に お け る 水 の 循 環 シ ス テ ム が
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 装 置 ６ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 構 成 さ れ て い る 。 排 水 配 管 ５
か ら の 排 水 は 、 排 水 原 水 槽 ７ に 貯 留 さ れ る 。 排 水 原 水 槽 ７ に 貯 留 さ れ 他 排 水 は 、 生 物 処 理
手 段 ８ に お い て 生 物 処 理 さ れ た 後 、 第 １ 中 間 槽 ９ を 介 し て ろ 過 手 段 １ ０ （ 砂 ろ 過 塔 ） に 供
給 さ れ る 。 ろ 過 手 段 １ ０ に よ り ろ 過 さ れ た ろ 過 水 は 、 第 ２ 中 間 槽 １ １ 、 活 性 炭 塔 １ ２ を 通
過 し 、 さ ら に ｐ Ｈ 調 整 手 段 １ ３ に よ り ｐ Ｈ 調 整 さ れ た 後 、 安 全 フ ィ ル タ １ ４ を 介 し て Ｒ Ｏ
膜 手 段 １ ５ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 ｐ Ｈ 調 整 手 段 １ ３ は 、 連 続 的 に あ る い は 間 欠 的 に ア ル カ リ を 添 加 可 能 な 手 段 か ら
構 成 さ れ て い る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 実 施 例 を 挙 げ て 本 発 明 を さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る が 、 こ れ は 単 に 例 示 で あ っ て 、 本
発 明 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
実 施 例 １
　 図 ２ に 示 す 装 置 に よ り 、 原 水 と し て 表 １ に 示 す 水 質 の 電 子 部 品 部 材 類 製 造 工 程 排 水 （ 有
機 物 含 有 水 ） の 処 理 を 行 っ た 。 こ の 際 、 Ｒ Ｏ 膜 手 段 １ ５ へ の 供 給 水 は Ｎ ａ Ｏ Ｈ に よ り ｐ Ｈ
＝ ９ に 調 整 し た 。 Ｒ Ｏ 膜 手 段 １ ５ に お け る Ｒ Ｏ 膜 の 処 理 流 束 の 経 時 的 変 化 を 図 ３ に 示 し た
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
実 施 例 ２
　 図 ２ に 示 す 装 置 に よ り 、 原 水 と し て 表 １ に 示 す 水 質 の 電 子 部 品 部 材 類 製 造 工 程 排 水 （ 有
機 物 含 有 水 ） の 処 理 を 行 っ た 。 こ の 際 、 Ｒ Ｏ 膜 手 段 １ ５ へ の 供 給 水 は Ｎ ａ Ｏ Ｈ に よ り ｐ Ｈ
＝ １ ０ に 調 整 し た 。 Ｒ Ｏ 膜 手 段 １ ５ に お け る Ｒ Ｏ 膜 の 処 理 流 束 の 経 時 的 変 化 を 図 ３ に 示 し
た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
実 施 例 ３
　 図 ２ に 示 す 装 置 に よ り 、 原 水 と し て 表 １ に 示 す 水 質 の 電 子 部 品 部 材 類 製 造 工 程 排 水 （ 有
機 物 含 有 水 ） の 処 理 を 行 っ た 。 こ の 際 、 Ｒ Ｏ 膜 手 段 １ ５ へ の 供 給 水 は Ｎ ａ Ｏ Ｈ に よ り ｐ Ｈ
＝ １ １ に 調 整 し た 。 Ｒ Ｏ 膜 手 段 １ ５ に お け る Ｒ Ｏ 膜 の 処 理 流 束 の 経 時 的 変 化 を 図 ３ に 示 し
た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
実 施 例 ４
　 図 ２ に 示 す 装 置 に よ り 、 原 水 と し て 表 １ に 示 す 水 質 の 電 子 部 品 部 材 類 製 造 工 程 排 水 （ 有
機 物 含 有 水 ） の 処 理 を 行 っ た 。 こ の 際 、 Ｒ Ｏ 膜 手 段 １ ５ へ の 供 給 水 は Ｎ ａ Ｏ Ｈ に よ り ｐ Ｈ
＝ １ １ に 調 整 し た 。 ま た 、 ｐ Ｈ 調 整 手 段 に よ る Ｎ ａ Ｏ Ｈ の 添 加 は 、 １ 時 間 連 続 で 行 い 、 そ
の 後 １ １ 時 間 は 添 加 を 行 わ な い 周 期 を 繰 り 返 し た 。 Ｒ Ｏ 膜 手 段 １ ５ に お け る Ｒ Ｏ 膜 の 処 理
流 束 の 経 時 的 変 化 を 図 ４ に 示 し た 。 比 較 の た め Ｎ ａ Ｏ Ｈ の 添 加 を 連 続 的 に 行 っ た 実 施 例 ３
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の デ ー タ を 図 ４ に 併 記 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
比 較 例 １
　 図 ２ に 示 す 装 置 に よ り 、 原 水 と し て 表 １ に 示 す 水 質 の 電 子 部 品 部 材 類 製 造 工 程 排 水 （ 有
機 物 含 有 水 ） の 処 理 を 行 っ た 。 こ の 際 、 Ｒ Ｏ 膜 手 段 １ ５ へ の 供 給 水 に は ｐ Ｈ 調 整 を 行 な わ
な か っ た 。 Ｒ Ｏ 膜 手 段 １ ５ に お け る Ｒ Ｏ 膜 の 処 理 流 束 の 経 時 的 変 化 を 図 ３ に 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ か ら 明 ら か な よ う に 実 施 例 １ （ ｐ Ｈ ＝ ９ ） 、 実 施 例 ２ （ ｐ Ｈ ＝ １ ０ ） 、 実 施 例 ３ （
ｐ Ｈ ＝ １ １ ） に お い て は 、 経 時 的 透 過 流 束 の 低 下 が 極 め て 小 さ く 、 長 期 間 に わ た り 安 定 し
た 水 回 収 が な さ れ て い る こ と が 分 か る 。 と く に 実 施 例 ２ 、 ３ の よ う に 、 ｐ Ｈ ＝ １ ０ 以 上 に
調 整 し た 場 合 に は そ の 効 果 が 顕 著 に 現 れ て い る 。 こ れ に 対 し 、 比 較 例 １ の 場 合 に は 、 当 初
か ら 透 過 流 束 の 低 下 が 起 こ り 、 １ ０ 日 目 以 降 の 透 過 流 束 は ０ ． ４ 程 度 に ま で 低 下 し 、 そ れ
以 降 は 横 這 い 状 態 に 推 移 し て い る 。 し た が っ て 、 比 較 例 １ の 場 合 に は 運 転 開 始 か ら １ ０ 日
前 後 で Ｒ Ｏ 膜 全 体 が 略 完 全 に 閉 塞 さ れ た も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 図 ４ か ら 明 ら か な よ う に 、 Ｎ ａ Ｏ Ｈ を 連 続 的 に 添 加 し ｐ Ｈ を １ １ に 調 整 し た 実 施
例 ３ 、 お よ び Ｎ ａ Ｏ Ｈ を 間 欠 的 に 添 加 し ｐ Ｈ を １ １ 調 整 し た 実 施 例 ４ の 透 過 流 束 は ほ と ん
ど 差 が な く 、 ア ル カ リ の 添 加 は 連 続 的 、 間 欠 的 の い ず れ で あ っ て も よ い こ と が 分 か る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 装 置 お よ び 回 収 方 法 は 、 排 水 等 か ら 水 を 回 収
す る 回 収 装 置 と し て 広 範 に 適 用 可 能 で あ る が 、 と く に 電 子 部 品 部 材 類 製 造 工 程 排 水 か ら の
純 水 の 回 収 に 好 適 な も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 態 様 に 係 る 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 装 置 が 組 み 込 ま れ た 、 半
導 体 製 造 設 備 に お け る 水 の 循 環 シ ス テ ム の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 態 様 に 係 る 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 装 置 の 概 略 機 器 系 統 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 お よ び 比 較 例 に お け る 透 過 流 束 の 測 定 結 果 を 示 す 特 性 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 Ｎ ａ Ｏ Ｈ を 連 続 的 に 添 加 し た 場 合 と 間 欠 的 に 添 加 し た 場 合 に お け る 透 過 流 束 の 測
定 結 果 を 示 す 特 性 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ 　 前 処 理 系
　 ２ 　 １ 次 純 水 系
　 ３ 　 ２ 次 純 水 系
　 ４ 　 ユ ー ス ポ イ ン ト
　 ５ 　 排 水 配 管
　 ６ 　 有 機 物 含 有 水 か ら の 水 の 回 収 装 置
　 ８ 　 生 物 処 理 手 段
　 ９ 　 第 １ 中 間 槽
　 １ ０ 　 ろ 過 手 段
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　 １ １ 　 第 ２ 中 間 槽
　 １ ２ 　 活 性 炭 塔
　 １ ３ 　 ｐ Ｈ 調 整 手 段
　 １ ４ 　 安 全 フ ィ ル タ
　 １ ５ 　 Ｒ Ｏ 膜 手 段
　 １ ６ 　 供 給 配 管
                                                                                

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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